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水処理技術の最適化 ･高度化を目的として,その重要な要素技術である,イオン交換,膜分離,酸化分解

について,核磁気共鳴法 (NMR)と電子スピン共鳴法 (ESR)を用いて,水の動的構造や水分子由来のラジ

カルの挙動を定量的に解析している｡ 1)

1.イオン交換樹脂層内の水の状態

イオン交換樹脂層内部の水分量を変化させて,水の動的構造解析を 170NMRを用いて行った｡純水に24

時間浸漬したゲル形強塩基性陰イオン交換樹脂 (RohmandHaas社製,AmberliteIRA402BL,OH~形)を試料

とした｡真空乾燥の時間を調整することにより,樹脂層内の水分量を浸漬状態 (水/交換基モル比-33.5)

から水分平衡状態の40% (水/交換基モル比-6.3)まで変化させて,温度 298±0.1Kにおける170核の化学

シフト (a),およびスピン-格子緩和時間 (Tl)をNMR (Bruker社製,ARX400)で測定し,以下の結果を

得た｡

1)イオン交換樹脂層内の水の状態には,バルク水と束縛水の少なくとも2つの状態が存在する｡

2)バルク水は,水分の減少とともに少なくなり,樹脂の水分平衡状態 (水/イオン交換基モル比-16.1)

以下では観測されなくなる｡

3)束縛水は,水分の減少とともに束縛の状態が強まり,または元々存在するいくつかの束縛状態の内の

強い束縛状態が優勢となり,樹脂の水分平衡状態の約40% (水/イオン交換基モル比-6.3)における

水分子の平均の回転運動の速さは,バルク水の1/8以下となる｡

NMRによってイオン交換樹脂内の束縛水とバルク水の運動状態を定量的に解析できることが示された｡今

後は,イオン交換樹脂の種類を変化させた場合の水分子の挙動,更には,各種対イオンをイオン交換基に吸

着させた場合の変化について,測定を進めていく予定である｡

2.水の促進酸化法で生成するラジカル種の挙動

主として水中の有機物分解に用いられる促進酸化法における,ラジカルの種類,寿命,スピン緩和時間と

いった情報をESRで得ることを目的とし,パルスESR装置に,パルスに同期して紫外線を照射することが可

能な紫外線照射部と試料水供給装置を増設した｡標準試料 (Coal)のスピンエコーパルスは正常に測定され,

今後,溶液供給系を整備して,試料水中のラジカルの挙動の定量解析を進めていく予定である｡
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